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京都府警察連携イベント「秋のサイバーセキュリティフェス」を
開催いたします。MICE

本年 10 月 8 日より、国立京都国際会館において、国連が

主催する「インターネット・ガバナンス・フォーラム 2023」

がいよいよ開催されます。

同フォーラムの開催に際して、京都府警察と当ビューロー

では、10 月 22 日（日）14 時より、京都駅ビル駅前広場に‌

おいて、今般被害が急増しているサイバー犯罪被害を防ぐ‌

ための啓発活動「秋のサイバーセキュリティフェス」を実施

いたします。

当日は、京都府警察本部が令和 5 年 3 月に立ち上げた‌

「京都府警サイバーセンター」の 1日サイバー広報官の委嘱

式の他、下京中学校吹奏楽部による演奏、和太鼓演奏、京都

府警マスコットなどによる啓発活動を予定しています。

10 月 22 日（日）は、是非、京都駅前広場に足をお運びく

ださい。

　（イベント概要）
名称：秋のサイバーセキュリティフェス

日時：令和 5年（2023 年）10 月 22 日（日）14：00 ～

会場：‌�京都駅ビル駅前広場‌

（京都駅烏丸口タクシー乗車ロータリー前）
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サステナブルな MICE 開催支援補助制度

MICE 誘致に向けた海外出展のお知らせ

令和５年度「会員の集い」開催のお知らせ

MICE

MICE

MICE

当ビューローでは、京都市からの補助金を財源として、京都へ

のMICE誘致・開催支援を目的とする各種助成制度を設けており、

本年度より、脱炭素や地域貢献などのSDGsに資する活動を推進

するMICE 主催者に対して補助を行う「サステナブルなMICE‌

開催支援補助制度」を新設しております。

本制度は全国でも先駆的な助成金でありますが、既に40件以上

のMICE主催者からの申請があり、好評を頂いております。

具体的には、最新の研究知見をわかりやすく市民に解説・共有

する市民公開講座の開催、学生の学術会議への参加支援、環境

負荷を軽減するエコバックの購入やステンレスボトルの購入など、‌

多数の取組に対して

補助を行っています。

当ビューローでは‌

引き続き、本補助制度

を通じて、持続可能な

MICEの開催を支援し

てまいります。

当ビューローでは、本格的なMICE開催及び大阪・関西万博

開催を見据え、京都に持続的にMICE誘致を行うため、昨年度

より海外MICE商談会への出展を再開しておりますが、今年度

についても、京都市の補助金を活用し、以下の海外商談会に‌

出展いたします。

＜出展を予定している海外商談会＞
開催期間 イベント名称 開催場所 備考

① 10/25-27 MICE SHOW 
ASIA 2023 SINGAPORE

② 11/28-30 IBTM WORLD 
2023

BARCELONA, 
SPAIN

※‌�京都市内事業者
と共同出展を予定

③ 2/19-21 AIME 2024 MELBOURNE, 
AUSTRALIA

このうち、11 月 28 日よりバルセロナで開催される「IBTM 

WORLD 2023」については、市内事業者と共に出展する京都

ブースを制作し、当ビューロー、MICE 施設、ホテル等の各

事業者と共に、京都にお

けるMICE 開催を PR し

てまいります。

その他の商談会につい

ては、当ビューローのみ‌

の出展となりますが、京都

へのMICE誘致に向けて、

京都を代表して商談を行っ

てまいります。

当ビューローでは、会員相互の交流や親睦を深めていただく
こと等を目的に、年に1度、当ビューローの賛助会員の皆様を
対象とした「会員の集い」を開催しております。
この集いは、新型コロナウイルス感染拡大を受け、3年間中止
を余儀なくされておりましたが、昨年度は4年ぶりに開催し、
400名を超える多くの会員の皆様にお越しいただきました。
本年度につきましては、12月19日（火）、ホテルグランヴィア
京都において開催する予定をしております。
詳細な時刻、お申し込み方法につきましては、10月中旬ごろ、

賛助会員の皆様
に電子メール
または郵送で
お知らせいた
します。

AIME2023出展の様子

IBTM2022出展の様子

令和４年度「会員の集い」の様子
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STS フォーラム 20 周年

ユニークベニューによる MICE 開催支援

MICE

MICE

当ビューローのMICE開催支援の窓口では、会議やレセプ
ションなどを “特別な場所（ユニークベニュー）”で開催した
いという相談が増えています。国際会議等の主催者にとって、
京都の寺院・神社や美術館・博物館・歴史的建造物などは‌
とても魅力的で、利用された会議主催者からも、「参加者が‌
増えた」、「京都ならではの素晴らしい場所で良い雰囲気で‌
活発な議論や交流ができた」と喜びの声とともに、高い評価
をいただいております。
本年 9月には、黄檗宗大本山萬福寺で、「第 13 回歴史的‌
建造物の構造解析に関する国際会議（SAHC 2023）」の晩餐会
（ガラディナー）が開催されました。世界各国・地域から‌
およそ 280 名の研究者や建築家が一堂に会し、重要文化財の
法堂でケータリングによる食事や京都のお酒などを楽しまれ、
京都の歴史や文化を堪能されました。
当ビューローでは、このような形で、ご協力いただける‌

施設様の条件や意向等を踏まえ、会場となる施設の「文化的
価値」や「信仰」などを尊重していただける方へご案内し、‌

本来の利用目的とは
異なる場所である‌
ことを認識してい
ただいたうえでのご‌
活用をお願いしてい
ます。
ユニークベニュー
の活用をご検討の皆
様 は、 お 気 軽 に
MICE 開催支援課‌
までご相談ください。

10 月 1 日～ 3 日にかけて、「STS フォーラム」（科学技術
と人類の未来に関する国際フォーラム）が国立京都国際会館
で開催されました。
20 回目となる記念すべき本年のフォーラムでは、京都府・
京都市・京都商工会議所と共に、同フォーラム支援京都実行
委員会として、エクスカーションや地元歓迎レセプションを

実施いたしました。
初日の夜には、世界遺産の仁和寺でレセプションを開催し、
多くの会議参加者が参加されました。参加者は、芸妓・舞妓
の「おどり」や、京都らしい食事、参道を照らす花灯路の‌
行灯や境内のライトアップなどをお楽しみいただき、大盛況
のうちに終了いたしました。

ユニークベニューの
紹介ページ 萬福寺での晩餐会の様子
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2023
月号第３回古典の日文化基金賞授賞式

古典の日宣言15 周年の取り組み

9 月 3 日、名誉総裁の彬子女王殿下をお迎えして第 3回の
授賞式が開催されました。
「文学・思想」分野は、日本の古典の理解者として平安歌人
の感性を自らの詩で表現するイギリス出身の詩人・作家の‌
クリス・モズデル氏に。
「伝統芸能・音楽」分野は、古典落語の舞台を重ねながら
伝統芸能の普及にも尽力する落語家の桂吉坊氏に。
「美術・生活文化」分野は、絶滅の危機にある‌
醸造用の木桶作りを繋いでいこうと活動する木桶‌
職人復活プロジェクトに。
若者たちの古典文化活動を応援する「未来賞」は、

小中学生を中心に伝統芸能の研修に励んでいる石川
県の「こまつ歌舞伎未来塾」、源氏物語にフォーカス‌
し、若者の古典離れを課題とし、くいとめるための

策を探求する京都府の「嵯峨野高校 京・平安文化論ラボ」、
東日本大震災で存続の危機に陥った伝統の獅子舞の復活に力
を尽くし、地域の絆を繋いだ岩手県の「宮古市立津軽石中学
校文化祭郷土芸能獅子舞グループ」の 3団体に贈られました。
授賞式のあと、古典の日宣言 15周年を記念して「古典 それ

は未来への遺産」と題したパネルトークを行ないました。

2008 年に開かれた源氏物語千年紀記念式典で「11 月 1 日
を古典の日と呼ぼう」と宣言した「古典の日宣言」から 15 年
目となる今年は、開催する各イベントで源氏物語を意識して
取り組みを進めていきます。
11 月 1日開催の古典の日フォーラムでは、「『源氏物語』に

託した紫式部の思い」
をテーマに、金剛流
若宗家金剛龍謹さん
の「源氏供養」、京都
先端科学大学の山本
淳子教授に「紫式部‌
の罪と救済」と題した‌
講演、そしてお二人
による対談を予定し‌
ています。また、国民‌

文化祭との連携として、今年の開催県で
ある石川県が誇る御陣乗太鼓をご披露
していただきます。
山本先生にはさらにお力をいただき、

10月スタートで産経新聞ポッドキャスト
に「山本淳子の源氏物語解説　朗読とと
もに」を開設いたします。各帖を順次‌
配信していきますので是非お聞きくだ
さい。

また、11 月 25 日開催の朗読コンテストでは、土佐日記や
紫式部日記など平安時代の日記文学を課題とし、全国の応募
者の中から選考された一般、中高生の皆さんが公開審査会に
臨みます。

文化発信

文化発信

新規賛助会員のご紹介　2023 年 10 月 1 日現在

株式会社安井商店
TEL：075-631-3334
https://fushimi-kyoto.mypl.net/
shop/00000370386/

株式会社くろちく
TEL：075-256-9393
https://www.kurochiku.co.jp/

株式会社みたて
https://mitate.kyoto/

株式会社のぞみ
TEL：075-351-9915
http://www.nzm.jp/

西松地所株式会社
（タッセルホテル）
TEL：06-6131-2023
https://tasselhotel.jp/

株式会社マツシマモビリティ
サービス
TEL：075-646-0030
https://www.matsushima-mservice.jp/

クレソン株式会社
TEL：03-4500-2069
https://www.motenas-japan.jp/
company/

株式会社水玄京
https://suigenkyo.com/

株式会社東山堂
TEL：075-432-1600
https://tozando.com/

公益財団法人 京都文化交流コンベンションビューロー（KCVB）� 〒600‐8009　京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78番地　京都経済センター 3階

https://hellokcb.or.jp
TEL：075‐353‐3050　FAX：075‐353‐3055　　 インボイス制度に係る登録番号　T9130005012622

金剛龍謹 氏 山本淳子 氏

ポッドキャスト収録の様子
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